
高橋仏焉╱高橋亨の「春香伝」について

西 岡 健 治

要旨 半井桃水訳「鶏林情話春香伝」以後、1920年までが日本における春香伝受容史「第一期」

である。今回は、半井桃水に続き、高橋仏焉「春香伝の梗概」と高橋亨「春香伝」を取り上げる。

「春香伝の梗概」は、筆者を「高橋仏焉」とするが、高橋亨の可能性が強い。京板23張本か、安

城板20張本を大幅に縮小したものと考えられるが、原テキストの確定は困難である。特徴として

は、筆者が顔を出したり、要約、省略が随所で大幅に行われている。その割には、コンパクトに

まとめられた小品といえよう。高橋亨「春香伝」は、彼が語学力を駆使して採集した民間伝承で

ある。その点では特異な位置を占める。原テキストは、京板系の要素も完板系の要素も持ち、そ

れが逆に民間伝承であることを物語っている。特徴を挙げれば、第一は民間伝承であるというこ

と、第二は非妓生系春香伝である完板84張本に近いということ、第三は作品独自の表現（展開）

があるということ、第四は、独特な比喩表現を使って作品を興味深いものにしていると言える。

キーワード 高橋仏焉 京板系 要約 省略 高橋亨 民間伝承 独自展開

はじめに

日本で最初に紹介された「春香伝」は、現在

までのところ、1882年に「朝日新聞」に連載さ

れた半井桃水訳「鶏林情話春香伝」である。「朝

日新聞」といえば、今では日本を代表する新聞

社であるが、この時期はまだ大きくはなかっ

た 。そうだとすれば、この連載の影響力は大き

くなかったと考えられる。

次に紹介されたのが、ここに紹介する1906年

高橋仏焉による「春香伝の梗概」である。これ

は、当時、多くの読者を得ていた雑誌「太陽」

に発表されただけに、影響も大きかったと考え

られる。次に世に出たのが、高橋亨の「春香伝」

である。これは、彼の韓国語力を駆使して民話

やことわざなどの民間伝承を収集した『朝鮮の

物語集付俚諺』に収録されたものである。「物語

集」最後から二番目の収録だが、1974年に金東

旭教授によって紹介 されて以来、かなりの期

間、日本に紹介された最初の文献だと思われて

きた。今日、その位置は譲ることになったが、

説話春香伝としての価値は依然としてあるよう

に思う。

以下、半井桃水訳「鶏林情話春香伝」を除く、

日本における春香伝受容史「第一期」の「春香

伝」について見てみることにする。
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Ⅰ.［1906年］高橋仏焉の「春香伝」紹介

半井桃水の次に春香伝を日本に紹介したのは、

高橋仏焉である。『鶏林情話春香伝』が紹介され

てから24年後の1906年６月、当時、多くの読者

を得ていた月刊総合雑誌『太陽』の「文芸」欄

に、小説や戯曲や新体詩と並んで紹介された。

タイトルは「韓国の文学」であるが、サブタイ

トルは「春香伝の梗概」となっており、主たる

内容が「春香伝」であることがわかる。

春香伝の梗概」は上下２段組で、それぞれ

がたて27字×よこ25行からなっている。作品は、

段数で言えば8.5段あるので、字数は約5400字で

ある。はじめに、紹介理由が１段ほど述べられ、

次に 春香伝」が５ブロックに分けられ、㈠～

㈤として紹介されている。

１.筆者・高橋仏焉について

ところで、本文では筆者「高橋仏焉」となっ

ているが、目次を見ると名前が「高橋仏骨」と

なっている。どちらの名前もその後二度と雑誌

『太陽』には登場しないので、どちらが正しい

かは不明である。いずれにしても、 仏焉」ある

いは 仏骨」という名前は、当時流行 した江戸

戯作者流のペンネームと考えられる。そうだと

すれば、誰のペンネームであろうか。

推測される人物としては、「高橋」姓および、

本文記載の「此の原本が漢訳でなく、漢（ママ）

半島の一種の文字、即ち諺文に由って書かれて

居る（中略）殊に破れた処もあり摺れた処もあ

る位で、之れを遺憾なく譯するは我が力の遠く

及ばざるを憾みとする」(下線部分は引用者、

以下同じ）という内容に応ずる、「渡韓（1903年

末―引用者注）後、延浚氏に漢文を介し韓語を

学べり。半歳にして不自由なきにいた」ったと

いう経歴からして、高橋亨 ではないかと思わ

れるが、確たる証拠がないので断言はさける。

因みに、高橋亨は、「韓国の文学 春香伝の梗

概」が紹介された３年後の1909年に、雑誌『太

陽』の発行元である博文館より『韓語文典』を

刊行している 。

２. 春香伝」紹介理由

高橋仏焉は、冒頭に「春香伝」を紹介する理

由を掲げ、次のように述べている――

泰西文学東漸の勢は、大なる水渦を画いて、

為に東洋文学の艶麗繊細なる意匠も、豪放

雄大なる文字も、曉の星の如く其の影の次

第に薄らぐの趨勢となつたが、稍再び光輝

を放たんとして来た、(中略)要は政事上

の意味に於て、朝鮮文学の研究は、吾が徒

が当然なすべき義務ある者として、その趣

味と特色とを広く紹介する事に力めたいの

である、…

と。「政事上の意味」が何かについては、何も記

されていないので詳細は不明である。しかし、

この紹介の出る半年前の1905年12月、伊藤博文

が初代韓国統監となっていることからすれば、

およその見当はつけることができよう。

３.作品の冒頭

作品の冒頭は次のようである――

全羅道南原府使の息子に李鈴といふのが

あった、府使といふと日本での県知事であ

るが、風習が変って居
お
るから権勢共に偉大

なものである、其の嫡男丈
だけ
に家庭の教育も

充分なるが上に頗る俊才で而
しか
も眉目秀麗、

時の婦女子をして見ぬ恋にあこがれしむる、
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若
も
し一眄を与えられるならば無前の光栄と

して喜ばるゝ程であった、如何に清秀にし

て如何に艶麗であったかゞ推定さるゝ。」

これによれば、南原府使の息子の名前が「李

鈴」とあるので、京板系統であることが分る。

しかし、京板本で「李鈴」および「関東八景」

が登場するのは、30張と35張を除いた、安城板

20、京板23、17、16張本が該当する。ところが、

高橋仏焉は、作品の「梗概」を紹介することに

主眼を置いたためであろう、大雑把な叙述が多

くこれ以上絞り込むことが困難である。

例えば、京板系列の中で最も縮小された16張

本の本文と比較しても、次のような長い記述

――

白 綾 花
きれいなしろきかみ

の
かべ
に、青 綾 花

きれいなあおきかみ
を横に張り、

角 壮 壮 版
オンドルのゆかはあつみがあり

、小 欄 天 井
てんじょうはわくどりされ

、唐
からの

油紙
あぶらがみ

の

壁下
クプトリ

、似合いなり。書画付壁
かべにはかけえ

、立 春 書
はしらにはやくよけ

、

万古才子の名作なり。東
とう
壁
へき
には、晋

しんの
処
しょ
士
し
陶
とう

淵
えん
明
めい
、彭沢
ぼうたくの

令
ちょうかん

を拒絶し、秋
しゅう

江
こう
に舟を浮か

べ、清風
かぜそよぎ

明月
つきあかき

に、櫓
ろ
にまかせ、 陽へと、

向う景
さま
、描かれおり、西

せい
壁
へき
には、三

さん
国
ごく
風
あら
塵
そう

擾乱
せんらんの

時
よ
、漢
かんの

宗室
おうそん

劉玄徳、赤
せき
兎
と
馬
ば
を馳
は
せ、

南陽
なんよう

の草堂
いおり

へ、風雲中
いそぎ

、臥
こう
龍
めい
先生を訪わん

と、至誠
まごころ

もて行く景状
さま

、描かれおり、南壁

には、姜
たい
太
こう
公
ぼう
、先
せん
の八十年、困窮し、

い
水
すい

の辺
ほとり

にて、蘆
カル

笠
サッカ

、目深
まぶか

にかぶり、釣り糸な

き竿、水に垂れ、周
しゅうの

文
ぶん
王
のう
を待つ景

さま
、描かれ

おり、北壁には、六観大師の弟子、性真が、

春 風
はるかぜふく

石橋上
いしのうえ

にて、八仙女
はちせんにょ

に出会い、六環杖

を白雲間
くもま

に、投げ棄て、合掌拝礼する景
さま
、

描かれおり、……

が（以上は、あまりに長いため該当部分の４分

の１のみを引用）、「人を待つべき装飾の具備」

と極めて短く要約されている。

また、これに続く、酒肴の紹介部分を、同じ

く16張本から引用すると――

春香
チュニャン

、酒饌
さけにさかな

を用意し、慇懃
いんぎん

に勧めるに、さ

まざまなる飲食
たべもの

、豊盛
あまた

なり。八角皿
パルモチョプシ

、
べっこうせいの

盤
ぼん
には、江 華

カンファさん
の鳥、深山

みやま
の雉
きじ
肉
にく
、広口
ひろくち

鍮器
うつわ

には、カルビの煮込み
チ ム

、小口
こぐち

鍮器
うつわ

には、

豚肉の炒め物
チェユクチョ

、両耳とび出た松葉餅
ソンピョン

、美味
おいし

そうなふかし餅
クルソルギ

、見栄え よ き 花煎
ファジョン

の

油焼き
サンスン

、松肌餅
ソンギ

の上飾りなり。鳳山の梨、

揚州の栗に、南陽の軟
じゅくし

柿
がき
、報恩の棗

なつめ
、鳳
おお

全鰒
あわび

、牛の心臓の散炙
くしやき

、炒
いた
めた牛の胃袋

ヤン
に、

竹筍
たけのこ

、野菜、にが菜
な
をあしらい、青

あお
葡萄、

黒
くろ

葡 萄、山葡萄
モ ル

、サルナシの実
タ レ

、柚子
ゆず

、

柑子
みかん

、林檎
ヌングム

、石榴
ざくろ

、まくわ瓜
チ ャ メ

、西瓜
スバク

、榛
はしばみ

の

実、榧
かや
の実、春 糖

しろいキャンディ
、梅 糖
うめがらキャンディ

、五 花 糖
ごしょくキャンディ

、

醋醤
チョジャン

、辛子
キョジャ

、生清
しろみつ

、黒清
くろみつ

を、合間
あいま

、合間
あいま

に

並べ置き、各種酒瓶
さかびん

、置きたるを見れば、

花の描かれし倭
ウェ
画
ファ

瓶
ビョン

、黄
きいろ

の琉璃
ガラス

瓶、碧海
あおき

水上
うなばら

の亀型
コブク

瓶、鵞鳥
がちょう

の瓶、李太白の葡萄酒、

晋処士
とうえんめい

の菊花酒、麻姑仙女の千日酒、山中

処士の松葉酒に、一年酒、百花酒、梨甘膏、

甘紅露、竹瀝膏、桂糖酒、黄 酒、過夏酒、

清酒、母酒、濁酒
マッコリ

、すべてを合わせた混沌

酒を、鸕 酌、鸚鵡盃に、なみなみと注
つ
ぎ、

道令様に勧めるとき、

が、「酒肴の結構、容易に得べからざる物のみで

ある」とこれも極めて短く要約されている。こ

れでは、上記のように次々と物を挙げていく場

面で微妙な変化を見せる板本の違いは明らかに

しがたい。
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４.紹介作品の原テキスト

先に、「春香伝の梗概」は安城板20、京板23、

17、16張本のいずれかがテキストであるとした。

しかし、多種に渡るので強いて絞り込むとすれ

ば、京板17、16張本を除いた、安城板20張本か、

京板23張本の可能性がある。その理由を次に述

べる。

春香伝の梗概」の㈤には、科挙試験に合格し

暗行御史となり乞食姿に扮してやってきた李鈴

を、月梅が「狐狸」とまで非難する場面がある。

そこを挙げれば、次のようである――

李鈴は蹉
さ
跌
てつ
に蹉跌が重なって終に乞食と

なって仕舞った、故に疾
と
くにも死すべきで

あるが、一旦春香と百年の約
やく
を結びしが為

た

め生
せい
前
ぜん
一度
たび
会
あ
ふて別れん為め来たのである

と、強
しい
て春香に会はん事を求めた、月

げつ
梅
ばい
は

半ば怒
いか
り半ば恨んで李鈴を罵

のゝし
り、春香の長

き悲
ひ
痛
つう
は皆
みな
此
こ
の狐
こ
狸
り

の仕わざであると、

御
ぎょ
史
し
を狐狸とまで罵

ば
倒
たう
した、

安城板20張本の関連部分を挙げれば、次のよう

である。その一は、李鈴 (安城板では 李道

令」)は、月梅に声を掛ける前に、春香に差し入

れする粥を炊きながら嘆く月梅の声を聞いてい

る――

庭から伺えば、春香が母、湯 罐
すやきのうつわ

で粥を炊き

つつ、嘆息
なげき

て言うことには、「わが八字
うんめい

、奇薄
すうき

にして、早喪父母
つとにふぼをなく

し、中年に喪 父
おっとをなく

し、末年
まつねん

に、独り娘を頼りたるに、怨讐
かたき

の李道令の

み、堅く信じて、かかる地境
ざま

になりたれば、

なんとしたらよいものか。どうか神さま、

お察しください。」と言えば、（16Ａ。下線

引用者）

その二は、突然の訪問者が、実は待ちに待っ

た李鈴（安城板では「李道令」）であることがわ

かったときの月梅の嘆きである。

春香が母、ようやくにして気づき、両の目

を、右にこすり、左にこすって、仔細に見、

びっくり仰天して、言うことには、「お顔

は、道令ニムに分明
ちがいなき

が、衣服は、鍾楼の

上 乞 食
こじきのなかのこじき

の模様
さま

なり。いったいこれはど

うしたことか。すべて木綿糸で継ぎはぎし

たるは、怪異
ふしぎ

なり。哀号
あいごう

、哀号、この景状
さま

、

だれにか語り、懸鶉百結
つぎはぎのきもの

とて、分 数
これほどでな

けれ

ば、いったいどうしたことか。碧海
へきかい

が桑田
そうでん

となり、桑田が碧海となるというが、なに

ゆえ、かくも変貌
かわ

りしや。哀号、哀号、道
ト

令
リョン

様
ニム
と縁故
ちぎり

しゆえ、わが春香、獄中
ごく

にて死

ぬはめとなりたれば、われら母女
ぼし

、昼夜願

うは道
ト
令
リョン

様
ニム
にして、待つは道

ト
令
リョン

様
ニム
なりし

が、いま、かかる形状
さま

にて来りたれば、あ

あ、いったいどうしたらよいものか。」（16

Ｂ）

これを京板16張本と比較してみると、その一

に関する記述は全く16張本にはない。

したがって、「怨讐
かたき

の李道令」なる語もない。

その二に関しても、ただ「お顔は、道令様に分明
ちがいなき

が、衣服は、上 乞 食
こじきのなかのこじき

なり。哀号
あいごう

、このさま、

誰にか言わん。」とあるだけである。これでは、

「御
ぎょ
史
し
を狐狸とまで罵

ば
倒
たう
した」とは表現し難い

ように思われる。そうだとすれば、本紹介の原

テキストは、安城板20、京板23、17、16張本か

ら17、16張本 を除く、安城板20張本か、京板23

張本の可能性がある。
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５. 春香伝の梗概」の特徴

⑴ 筆者が顔を出して説明している

テキストにはないが、日本人読者のために説

明した部分がある。それらのいくつかを紹介す

ると、次のようである。

① 李鈴は春香と再会を約し、日が暮れるや屋

敷を抜け出し春香の家に行くが、予想に反し母

親月梅に断られる。その理由を紹介者・高橋仏

焉が説明している――

「此の容易
たやすく

入
い
れぬ事の実を云へば、自

みづから
誘

いざのふ

ふて入
い
るゝ事になると高貴

かうき
な道領
わかさま

(ママ)を

誘惑
ゆうわく

したと言ふ廉
かど
で重い刑に処せらるゝの

である、故に無理に押し込んで来たかの様

に月梅の老怪
ろうくわい

先の先まで慮
おもん

ばかって居
お
る

からであった、」(春香伝の梗概 二)と。

② 李鈴の父親が都に栄転したのち、やって来

たのは好色な新官であった。彼は、春香が「前

府使の嫡男李鈴の為めに守節して居る」と聞か

され、「頗る不満をいだ」く。そのキーワードと

なるのが「守節 」であるが、日本人には聞き

なれない言葉であるので説明したものと思われ

る――

此の守節
しゅせつ

と云ふ事は朝鮮の美風として行

ふので、其
その
夫
つま
に別
わか
るゝ時は紅粉

かうふん
を廃し美衣

びい

を撤
てっ
し一室に籠

こも
って人と語らず殆んど世

せい

外
ぐわい
の身となって日を送るのである、」(春香

伝の梗概 三)と。

③ 李鈴は進士の試験に一番で合格し、望みに

よって「暗行御史」となった。しかし、この語

も、日本人には知られない言葉であるので、次

のように説明されている――

之れは国中を視察して行賞刑罰を明かに

する役である、」(春香伝の梗概 五)と。

⑵ 筆者が改変した部分がある

何らかの理由で、テキストに使用された表現

を筆者が改変した個所に、次のようなものがあ

る――

①［何ヶ月→十年］

これは、春香が獄に捕らえられて李鈴が暗行

御史となってやってくるまでの時間である。

安城板20張本(12Ａ)、京板17(12Ｂ)、16張本(12

Ｂ)などでは、「何ヶ月（ )」となっている

が、「春香伝の梗概」㈣と㈤では「十年」となっ

ている。「何ヶ月」では余りに短いので、改変し

たと考えられる所である。

②［怨讐→狐狸］

安城板20張本「怨讐」(16Ａ)が、「春香伝の梗

概」㈤では「狐狸」となっている。これについ

ては、既に論じたので省略する。

③［装飾品、簪、絹織物を売り→髪の毛を売り

払ふても］

安城板20張本では「明日、函籠
たんす

にある、装飾品
ノリゲ

、

前
まえ

後
うしろ

の簪
ピニョ

、絹織物を売り、道令様
トリョンニム

に、一揃いの

衣服を作ってあげてください。」(17Ｂ）となっ

ているが、「春香伝の梗概」㈤では「此の髪の毛

を売り払ふても、世に指買ふ人のあらば一本一

本切って売っても、屹度貴郎を世に在る人とお

させ申さでは置きませぬ」となっている。

⑶ 要約して紹介した部分がある

これについては、すでに【作品の冒頭】で紹

介したので省略する。

⑷ 多くの省略部分がある

あまりに多いので、代表的なものを挙げるに
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とどめる。

①初対面時に交わした「不忘記」がない。

②春香の家を初めて訪問する前の「千字文解
プリ
」

がない。

③初夜での余興である「文字打令」「人字打令」

などがない。

④離別時に面鏡と玉指環を交わした場面がない。

⑤新官が南原に赴任するときの「路程記」がな

い。

⑥李鈴が暗行御史となって民情査察のため農夫

たちに会う場面がない。

⑦府使の誕生宴に参加した御史が書き残す「暗

行御史詩」の場面がない。

Ⅱ.［1910年］高橋亨の「春香伝」

高橋亨の「春香伝」は、 日韓併合」が行われ

た1910年の9月、ソウルの日韓書房 より刊行

された『朝鮮の物語集付俚諺』に収録されてい

る。字数はおよそ8,300字で、それに350字ほど

の解説が付いている。先に紹介した「春香伝の

梗概」より1.6倍ほどの量があるので、ストー

リー的には楽しめる分量である。解説文の冒頭

に、「春香伝はこの国に於ける最も広く行わるゝ

物語なり。浄瑠璃に、芝居に、若くは素人節に、

春香伝を演ぜぬはなし。」とあって、この物語が

当時たいへん好評を博していたことがわかる。

また、この物語は、1914（Ｔ３）年に、『朝鮮

の俚諺集付物語』 として同じく日韓書房から

改訂版が出されたときにも収録された。そして、

1921年には、雑誌『朝鮮』 に２回（５、６月）

に分けて転載されている。

１.執筆者・高橋亨について

ここで、この物語の収集者であるとともに、

戦前は京城帝国大学教授であり、戦後は天理大

学教授となって朝鮮学会を設立した高橋亨につ

いて述べておきたい。

高橋亨は、明治の末から戦前戦後を通じての

朝鮮文化研究者で、1878年に新潟県に生まれ

1967年に亡くなっている。著書として、『韓語文

典』『朝鮮儒学大観』『李朝仏教』などがある。

戦後のことはよく知られているので、次に簡

単に戦前の経歴を紹介しながら、韓国の物語や

俚諺収集にいたる過程を見てみよう。

1898年、第四高等学校漢学科を卒業。この

年、東京帝国大学文科大学に入学（21

才）。

1902年、東京帝国大学文科大学漢文科を卒

業。九州日報主筆となり、博多に赴く（25

才）。

1903年、韓国政府の招聘を受け、官立中学

校 傭教師として渡韓（26才）。

1909年、博文館より『韓語文典』を刊行（32

才）。本書の刊行は、「渡韓後６年にわた

る研鑽と文法教授に従事したる体験の集

大成」であるが、実は「渡韓後、延浚氏

に漢文を介して韓語を学」 んだとい

う。

1910年、日韓書房より『朝鮮の物語集付俚

諺』を刊行（33才）。

これにより、次のようなことが明らかとなる。

高橋は、1903年、韓国政府の招聘を受け「九州

日報」主筆をしていた博多から渡韓する。年

譜 によれば、「幣原坦 氏の後任」とあるの

で、この人事はおそらく同じ東京帝国大学文科

の卒業生という縁で、高橋が推薦されたものと

思われる。こうして、高橋は1903年(Ｍ36)に渡

韓し官立中学校に勤めるが、渡韓直後 から
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「漢文を介して韓語を学」び、６年後の1909年

には『韓語文典』を刊行するまでに到っている。

では、渡韓直後から、高橋亨はなぜ韓国語を

学び始めたのだろうか。そのあたりの事情を、

『韓語文典』の「自序」から伺うことができる

ように思う。高橋は、次のように「韓語」学習

の必要性を譬えを使って述べている――

日韓言語の交換に関しては敢て一言する

所あらむとす。

近き過去迄は在韓日人中に一種の謬見行は

れたりき。謂らく、韓人こそ日本語を学習

するの必要あれ、日人に安ぞ韓語を学ぶの

要あらむやと。飛んだ処に豊太閤 を ぎ

出でて 、外国語学習の煩労を免れむとせ

り。され共、是は、感情が対話に働く力と、

通訳者の能力の不十分と不道徳とを閑却せ

る謬見なり。室を隔てゝ如何に大声に、如

何に熱心に、如何に巧妙に話すとも、間の

障戸を開いて、相面対し、手相握りて話す

るの片言隻語にしかざらん。」

と。すなわち、外国に行って、通訳を介して相

手とコミュニケーションするのは、壁を隔てて

話をするようなもので、ほんとうに意思疎通す

るためにはその地の言葉を学ばねばならないと、

実にわかりやすく解いている。これは、同時に、

高橋亨自身の「韓語」学習動機だったのではあ

るまいか。

こうして、高橋は、「六春秋、未だ敢て韓語に

熟せりと云はずと雖、略ぼ対話の自由を得た

り」 と言えるまでになったという。この韓国

語力によって収集したものを集成したのが、

1910年刊行の『朝鮮の物語集付俚諺』である。

次に、上記書に収録された「春香伝」の性格を

明らかにするため、『朝鮮の物語集付俚諺』を見

ることにしたい。

２.高橋亨著『朝鮮の物語集付俚諺』の性格に

ついて

本書の内容は、題名にあるように朝鮮の「物

語」と「俚諺」を収集したものである。しかし、

「付俚諺」とあるように中心は「物語」で、俚

諺は付録として後ろに加えられている。それぞ

れの数を挙げておくと、物語は「瘤取」から始

まり「毒婦」で終る28話で、俚諺は547個収集さ

れている。

なお、本書は1914年に改訂版が出され、俚諺

が547から倍以上の1298個収録された。その結

果、1910年本では「物語」が多くのページを占

めたが、改訂版では「俚諺」が259ページとな

り、「物語」の162ページより多くなっている。

そのためか、改訂版では名前も『朝鮮の俚諺集

付物語』と逆転させている。「物語」数と物語の

内容には変化はない。ただし、改訂版であるた

めか、コンパクトな新書版になっている。

ところで、『朝鮮の物語集付俚諺』で忘れるこ

との出来ないのが、「俚諺」に象徴されるところ

の 説話性>についてである。つまり、ここで

収集された「物語」や「俚諺」は、書物を調査

して入手したものか、あるいは直接面接して口

承により伝承されていたものを収集したのかと

いう点である。もし、後者であるなら、それは

貴重な当時の口承資料になるばかりか、「春香

伝」に関する珍しい資料 となる可能性があ

る。ここで、文献資料であるか、口承資料であ

るかについて明らかにしてみよう。

高橋は、1910年版「自序」において、次のよ

うに述べている――
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蓋し俚諺は社会的常識の結晶にしていつ

の世にか或人之を創称して万人之に和し、

遂に社会に風行し、其の或るものは今日猶

用ひられて千万無量の意味を一句半解に寓

(やど)し、物語は社会生活の精髄的縮図に

して、或は極めて上代に、或は下りて中世

に若くは近き過去の人の手に成り、善く社

会の興味を刺激して口々(くちぐち)相承

(あいう)けて長く伝はり来れるものな

り。」 （注：読み仮名は引用者による）

と。「俚諺」が「俗間のことわざ。民間で言いな

らわされてきたことわざ。」 であるとすれば、

口承であることは間違いない。では、「物語」は

どうであろうか。上記によれば、物語は「善く

社会の興味を刺激して口々相承けて長く伝はり

来れるもの」だとある。なかでも、「口々相承け

て」とあることからすれば、この「物語」は他

でもなく口碑伝承であることがわかる。また、

本書刊行６年前に出版された『言海』 によれ

ば、「ものがたり 物語」とは、

㈠ 事ヲ語ルコト。ハナシ。談。説話。

㈡ －ヲ記シタル草紙ノ類ノ称。「竹取－」「源

氏－」

のことだという。これによれば、「朝鮮の物語集」

の「物語」とは、㈠の「説話」のことであるこ

とがわかる。また、高橋は多くの注を付けてい

るが、「淫僧食生豆四升」 の後ろに、「こはこの

国の口伝へをば有りの儘に綴りしなり。」とあ

る。これによっても、高橋が「朝鮮の物語集」

によって「朝鮮」の「物語（＝説話）」を「集」

めたことがわかるであろう。さらに言うなら、

高橋の「予客歳以来如上の目的を以て朝鮮の物

語と俚諺とを蒐集し、積むで本書を成せり。」

の「物語と俚諺とを蒐集」なる語によっても傍

証できるし、冒頭の「今は昔、と或る田舎に…

老爺ありけり。」 、「今は昔、父には既に死別れ

たる二人兄弟ありけり。」 、「今は昔、或田舎の

両班に仕へたる片身の下男ありけり。」 など

の表現によっても、これらがいわゆる口承であ

る 昔話>であることがよくわかるように思う。

３.高橋亨「春香伝」の原テキスト

以上によって、『朝鮮の物語集付俚諺』が、

「口々相承けて長く伝はり来れる」口承である

ことがわかった。したがって、これに収録され

た「春香伝」も口碑伝承であることになる。で

は、内容的に見て、高橋「春香伝」はどの系統

に属するのであろうか。次に、この点について

考えてみよう。

冒頭は、次のようである――

今は昔、全羅道南原郡守李氏の伜に李夢

龍なる秀才ありけり。父に従ひて南原郡邑

に在り。父の隣室を与へられて家庭教師に

就きて日夜研学するに、才気煥 発一を聞

いて十を知り、屡々教師を驚かすにぞ、父

も我家風を発揮するは夢龍なりとていとゞ

望みを嘱してけり。

最初に、男性主人公である「李夢龍」が登場

する。多くは、「李道令」の形で登場するのだ

が、実名で最初から登場している。これはなか

なか珍しい。ところで、上記冒頭の一文だけで

は完板とも、京板とも言うことはできない。完

板84張本を除いて、どちらも李道令が先に登場

するからである。ただ、李道令が先行すること

― ―44

福岡県立大学人間社会学部紀要 第14巻 第１号



によって、妓生系春香伝である可能性はあると

言えよう。

次に、いくつかの場面を挙げて、系統につい

て考えてみたい。次のような場合は、高橋亨「春

香伝」と京板系統にあって完板系統にない（高

橋＝京板≠完板）。それらの用例は次のようであ

る。

①［（詩経）七月篇］

李道令は春香に会って再会を約束する。そ

の日、夜が来るのを待ちかね本を読むが、何

をしても春香が思い出され、“会いたい、会い

たい”と思わず大声を出してしまう。それを

聞いた父親が、何事かと下人に様子を調べに

行かせる。すると、李道令はとんちを働かせ

て、困難な局面を打開する。この時のとんち

が、京板と完板で違うのである。高橋と35張

本を除く京板では「七月篇」であるが、84張

本 では「夢に周公を見ず」となっている。

②［待人曲］

李道令が春香に会いに家に行くと、春香は

「室を奇麗に片付けて琴取出して静々と待人

曲を弾じ居」た、と高橋にある。京板系の南

原古詞と京板35は「待人難待人難」、京板30、

23、安城板20は「待人難曲調」、京板17は「待

人難」、京板16は「 」であるが京板17が

「待人難」であるので誤刻と思われる。それ

に対して、完板系は、26張本には落丁でなく、

29張本と33張本は「春眠曲」で、84張本には

こうした場面はない。したがって、高橋の「待

人曲」は京板系統本に一致する。

では、京板系統本と言えるのであろうか。と

ころが、次のような場合には、前者とは反対に

高橋亨「春香伝」と完板系統にあって京板系統

にはない（高橋＝完板≠京板）。それらを挙げれ

ば次のようである。

①［男性主人公の名前「李夢龍」］

これは前に挙げたが、高橋亨では「李夢龍」

となっている。この名前は完板84張本のみに

出て来 、他の完板33、29、26張本では「李

道令」である。そして、京板には一切出てこ

ない。京板では、南原古詞、京板35、30張本

で「李道令」となり、23張本、安城板20、京

板17、16張本では「李鈴」である。

②［春香、僕をして都の李道令に手紙を届け

させる］

新官の夜伽を拒絶した春香は、上官を侮辱

したとして鞭打たれ瀕死の状態になる。そこ

で、春香は、最後の望みを託し都の李道令に、

事情を記した手紙を下僕に届けさせる。が、

その手紙を、偶然、通りかかった李御史が読

むという場面がある。高橋では――

夢龍は暗行御史を授かり、乞食児の風を

なして一人とぼとぼと南原郡に来りたる

に郡邑に近き途上の石に腰打ち掛けたる

僕(しもべ)風の一男あり。よくよく見れ

ばこれは我が先年春香の家に案内させし

彼の僕なり。僕は姿の余り変れるに夢龍

とは心付かで、何やらん独り語するを聴

くに。あゝ哀なり春香、李夢龍と百年を

契約せしとて今の郡守の言葉に従はず牢

に送られて毎日毎日の鞭を受く。さるに

ても不信なる夢龍かな。此地を去りてよ

り既に十数月、まだ一度の風の便りもせ

ずとかや。春香終に苦みに堪へかねて此

に一書を裁して我に託して都なる夢龍に

送らしむ。され共京城は此処より雲山猶

幾百重、何日か果して夢龍に届くるを得

― ―45

西岡：高橋仏焉╱高橋亨の「春香伝」について



む。(中略)実に哀むべきは春香なり。不

信なるは夢龍なり。」

となっている。この場面は完板84張本にしか

なく、該当部分は次のようである。

山のふもとの角を曲がるとき、ある下僕

に出会いたり。杖を手にしてつぶやくを

聞けば、『今日まで何日歩きしことか。千

里の道、都まであと幾日かかる。趙子龍

の江越えし青 馬あれば、一日にして行

き着こうものを。可哀そうなは春香なり。

李の若様想うて、獄に捕われ、明日をも

知れぬ命なり。性悪両班、李の若様は、

別れてのち、一度の便りもなければ、こ

れが両班の道理なるか。』御史、これを聞

き、『これ、そちは何処に住むや。』『南原

に住みやす。』『いずこに行くや。』『都に

いきやす。』『なに用にて行くや。』『春香

の手紙もって、若様の宅に行きやす。』

…」

春香の手紙は京板系の「南原古詞」と「京板

35張本」の二つにあるが、これとは内容がまっ

たく異なる。「南原古詞」では、かつての李道

令とは知らぬ農夫にさんざん悪口を言われる

中で、偶然、彼の息子が春香から李道令あて

の手紙を預かっているので見せてやると言う。

この場面は、他の京板にはなく、完板にもな

い。

以上を総合すると、高橋「春香伝」は、京板

固有の表現もあるが完板固有の表現もあって、

どちらとはっきり言うことができない。逆に、

そうであることが、この項の最初に明らかにし

たように、この作は「口々相承けて長く伝はり

来れる」口承作品であることを物語っているよ

うに思う。

４.高橋亨「春香伝」の特徴

このように、この作品の第一の特徴は民間伝

承であるということにある。

第二は、先に、京板系であるか、完板系であ

るかどちらともはっきり言うことができないと

したが、傾向がないわけではない。それがこの

作品の第二の特徴でもあるので、それを明らか

にしながら他の特徴について言及する。それは、

この作品が 非妓生的傾向>を持っていること

である。さらに言えば、非常に完板84張本に近

い。それらの例を挙げれば次のようである

――

①李道令の下僕が春香を呼びに来たときの

春香の返事

妾は年未だ幼くして母の許に養はる

る身なれば誰が召し玉ふとも一人若き男

の側に往くべからず。家に還りて母君の

許しを得てこそ仰せに従はめ」

②しかしながら、春香は下僕に無理やり李

道令のもとに連れていかれる。そこで「小

さきこゑにて」春香が言った言葉が――

「此処は人目余り繁く、又我母の思は

むことも恐ろしければ早く返し玉はれと

願ふ。」

③李道令とのことを母に報告し、その夜の

李道令の訪問についても許可を得ている

春香は此日帰りて丘上の事共詳しく

母に物語れば、月梅は得付くべき事と思

ひつゝ何彼と支度共なし、春香にも湯浴

みさせ善き衣着せて公子を待たしむ。春

― ―46

福岡県立大学人間社会学部紀要 第14巻 第１号



香も既に二八青春の齢に達したる身の母

の許しゝ人なれば待たずしもあらず。」

④「不忘記」 なしに結婚を承諾

夜も深更に及べば、宴を撤して洞房に

入れるに、春香は公子妾と百年を契り玉

ひて如何なることありとも他の女に心を

動かずと誓ひ玉はずば、妾は公子に許し

まゐらすこと能はず。(中略)夢龍も堅く

誓ひたり。此より毎夜此処に通ひて交情

偏へに漆膠に似たり。」

第三の特徴は、京板や完板に見い出すことの

できない、まったく新しい表現（展開）が加え

られていることである。高橋の手による可能性

もあるが、そうであるかどうかは、この作品が

民間伝承であるだけに慎重を要するであろう。

それらの例を挙げれば次のようである――

①李道令、春香との別れに際して明年の再

会を約束する

夢龍は出立の日事に託して中途より

引き返し、邑外五里町迄送り来りし春香

と馬を下りて手を握りて涙を流しつゝ我

明年春三月桃の花夭々たる頃、必ず再び

此に汝と会すべければ、信じて我を待

て」 と。

②李御史、春香の手紙により窮状を知り使

いの者に手紙を託している

夢龍は始めて春香の其後の様子を知

り驚駭し、傍の民家に就きて筆紙を求め

て之に返事を認めて僕に託して春香に届

けしむ。」

③月梅は、やって来た李御史を破落戸(ごろ

つき)と勘違いする

夢龍は猶も去らずかにかくと なく

ば酒、酒なくば銭給へといふにぞ、月梅

はさては乞食にてはあらざりけり、此の

頃春香の捕はれてより日となく夜となく

近処の破落戸共来りて或は春香を救ひや

るべければ銭数多出し玉へとか、或は我

春香を救はんに春香を我妻に給ふべきや

など脅かすに、これも亦彼等の悪戯かと

立ち上りて戸を開き其人を見るに」

④乞食となってやってきた李御史を見て、

月梅が春香に次のように言う

さればこそ我が汝によくよく言ひし

ものを。我家は代々妓生にして我も我母

も祖母も誰一人守節したる人を聞かず。

水は流るゝに任せて終に留まりて淵をな

す処あり。」

第四の特徴は、他に見られない独特な比喩表

現が用いられていることである。それぞれがた

いへん面白い表現で、高橋の介入ではないかと

も思うが、軽々しくは即断できない。

それらの例を挙げれば次のようである（下線

は引用者）――

①下僕が、春香に、李の若様がお呼びだと叫

ぶ声に対して

僕に向ひて声も優しく、閻魔大王妾を召

すか、劉玄徳南陽の高夢を覚ますか、如何

なればしかく急ぎ呼立つるか。」

②上記春香の皮肉めいた言い方に対して、僕

が反撃したことば

僕はからからと打笑ひ、代々妓生の汝の

家に一人男の側に往かれずとは、家鴨の児

が水を恐ろしといふに同じ。」

③新官に夜伽を要求され、春香は頑として次

のように答えている
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妾は既に李夢龍に百年契約をなしたれ

ば、国王召し玉ふともこの操を (か)へん

とは思はず。」

④上記のように春香に夜伽を拒絶され、新官

が怒って言うことば

妓生の女に守節とは婦人の睾丸(ふぐり)

よりも聞かぬ話なり。」

結論

日本で最初に紹介された「春香伝」は、1882

年の半井桃水訳「鶏林情話春香伝」である。日

本における春香伝受容史「第一期」の対象とな

るのは、「鶏林情話春香伝」を除き、1906年高橋

仏焉による「春香伝の梗概」と1910年高橋亨の

「春香伝」である。

まず、「春香伝の梗概」であるが、筆者は高橋

亨の可能性が高い。紹介する理由は、やはり日

本の朝鮮進出に伴う、その地の「趣味と特色」

であった。大幅に縮小されたものであるが、原

テキストは冒頭からも京板系と考えられる。特

徴としては、筆者が顔を出したり、紙面の都合

であろう、改変、要約、省略が随所に行われて

いる。その割には、コンパクトにまとめられた

小品になっている。

高橋亨「春香伝」は、彼が語学力を駆使して

採集した民間伝承である。その意味では特異な

位置を占める。原テキストは、京板系とも完板

系とも言えず、それが逆に、民間伝承であるこ

とを物語っている。特徴の第一は民間伝承で、

第二は非妓生系春香伝である完板84張本に近い

ことで、第三はこの作品独自の表現（展開）が

あり、第四として、独特な比喩比喩表現が用い

られ作品を興味深いものにしている。

注

⑴ 上垣外憲一『ある明治人の朝鮮観』筑摩書

房、1996年11月、53頁。

⑵ 金東旭「韓国文学における『春香伝』」の「春

香伝の文献」『比較文学研究』第26号、1974年

11月。

⑶ 1906年６月（第拾貳巻第八号、通巻211号）

⑷ 前号の第拾貳巻第七号「文芸時評」で、長

谷川天溪が「（一）江戸趣味の復活」を論じて

いる。

⑸ 高橋亨先生年譜略」『朝鮮学報』第十四輯、

３頁。

⑹ 詳細な紹介は、②「高橋亨の春香伝」紹介

時に譲る。

⑺ 『韓語文典』刊行の翌年、1910年に刊行した

『朝鮮の物語集付俚諺』の出版社は「日韓書

房」であるが、印刷所は「東京市小石川区久

堅町一〇八番地 博文館印刷局」となってい

る。博文館と日韓書房は関係があるのであろ

うか 1914年に改訂版として出された『朝

鮮の俚諺集付物語』も同じ印刷所である。

⑻ 何食わぬ顔をして人をだましたり悪事を

働いたりするものの意にも用いられる」(新

明解国語辞典・第六版)とある。

⑼ 京板17張本と16張本は、一行の文字数を増

やしただけで内容的にはほぼ同一。

守節とは「貞節を守ること」であるが、朝

鮮時代、女性の徳目として非常に重要視され

た。

前掲注⑺参照。また、日韓書房は、1907年

『韓国丁未政変史』『京城案内記』、1908年

『暗黒なる朝鮮』『伊藤公と韓国』、1909年『朝

鮮漫画』、1910年『漢城の風雲と名士』『朝鮮

最近外交史 大院君伝』『日韓古蹟』『京城と

内地人』、1911年『朝鮮半島』、1912年『京仁
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通覧』など、主に韓国に進出した日本人に供

する案内書を出版している。

『朝鮮の物語集～』が、改定版では『朝鮮の

俚諺集～』と入れ替わっていることに注意。

発行所 朝鮮総督府」となっていて総督府

の機関誌的な雑誌であるが、学術的な論文も

多く掲載されている。

妻ゆう漢城病院に勤務し、李王家侍医を委

嘱さる」(「高橋亨先生年譜略」朝鮮学報第48

輯)からして、漢城（ソウル）の官立中学校勤

務だったと考えられる。

以上、「高橋亨先生年譜略」朝鮮学報第48輯。

上掲注 参照。

幣原坦（しではら・ひろし）1870－1953。

明治から昭和にかけての官僚、教育家。東京

帝国大学文科国史科卒業。後に東京高等師範

教授、東京帝国大学文科大学教授、台北帝大

総長などを歴任。著書に、『朝鮮教育論』『韓

国政争史』『朝鮮史話』など。敗戦後首相をつ

とめた幣原喜重郎の兄。高橋亨より８才年長。

年譜によれば、「『韓語文典』は、渡韓後六

年に亘る研鑽と文法教授に従事したる体験の

集大成なり」とあり、『韓語文典』は1909年の

刊行である。そして、６年前は1903年であり、

これは高橋亨の渡韓の年である。だとすれば、

渡韓直後から韓国語を勉強し始めたことにな

る。

豊臣秀吉の敬称。

「自分勝手なことを言って」という程度の

意か。

高橋亨『韓語文典』博文館、1909年、 自

序」３頁。

春香伝の口承資料は少なく、研究には板本、

筆写本が利用されることがほとんどである。

韓国精神文化院『韓国口碑文学大系（韓国説

話索引集）』（1989年）にも、「春香」の項目は

ない。口承研究としては、 盛 に「『春香伝』

辞説の形成研究」（『韓国古小説研究』二友出

版社、1983年所収)があるが、少ない。

『朝鮮の物語集付俚諺』（1910年）「自序」３

頁。

『広辞苑』「俚諺」第二版補訂版、岩波書店、

1979年。

「ものがたり」の項、1904年、六合館。

上掲注 、63頁。

上掲注 、「自序」４頁。

上掲注 、「瘤取」１頁。

上掲注 、「解語亀」40頁。

上掲注 、「片身奴」67頁。

初出は「爛」であるが、1921年４月『朝鮮』

誌に転載されるときは「煥」に訂正された。

完板26張本は落丁で不明、29張本と33張本

にはこの場面なし。

板本では完板84張本だけであるが、この影

響を受けたと思われる李海朝の「獄中花」や

「張子伯唱本」でも「李夢龍」である。

上掲注 、192－193頁。

完板84張本烈女春香守節歌、72Ｂ。

上掲注 、185頁。

京板系統のように、妓生春香伝では「不忘

記」を書く場面がある。しかし、84張本のよ

うに非妓生春香伝ではそうした場面はない。

上掲注 、189頁。

上掲注 、193－194頁。

上掲注 、195－196頁。

上掲注 、185頁。

上掲注 、185頁。
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